
（夏祭りいずみ鶴翔祭７月24日撮影）

2011（平成23年）

鹿児島県出水市
広
報

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市
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満
開
の
華
々

9主な内容

No. 66

世 帯 数 2 万 4，376
人　 口 5 万 5，904

男 2 万 6，149
女 2 万 9，755

出　 生 48
死　 亡 44
転　 入 114
転　 出 88

（８月 1 日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

【特集】1400 人の修学旅行生を受け入れ ･･････････ 2 〜 3
各種講座の案内 ･･･････････････････････････････････ 4
指定管理者を募集 ･･････････････････････････････････ 6
市病院事業職員採用試験を実施 ･･････････････････････ 6

2011（平成23年）

（＋36）
（＋32）
（＋19）
（＋13）
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訪 問 日 所 在 地 学 校 名 人 数 滞 在 期 間

５月11日 神戸市 鈴蘭台中学校 181 人 １泊

５月17日 岡山市 京山中学校 271 人 １泊

５月25日 神戸市 本山南中学校 282 人 １泊

６月７日 神戸市 住吉中学校 193 人 １泊

10月６日 神戸市 錦城高校 47 人 １泊

10月19日 奈良市 平城高校 240 人 １泊

10月26日 京都市 京都女子中学校 207 人 ２泊

本市を訪れた（予定）修学旅行生
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修学旅行生を受け入れていただく
農林漁家さんを募集しています

来年度もすでに1500人を超える修学旅行の予約が入っています。
受け入れていただく農林漁家さんを募集しています。

◦専業・兼業農林漁家の方で、５月〜６月の受け入れ

（農林漁業体験）が可能な方。

◦食事は、子どもたちも一緒に作ります。

◦お客さんではなく、親戚の子供が泊りに来たつもり

で受け入れていただきます。

◦子どもたちを受け入れた農林漁家の方には体験料を

支払います。

◦協議会で安全に関する講習会も実施しています。

　安全講習会を受け
た登録農林漁家さん
には、民泊登録証が
交付されます。

　修学旅行生など民泊
を受け入れているとき
は、農林漁家さんの庭
先に、黄色の「のぼり
旗」が立っています。

現在登録状況　（108 軒）

出水地区　　　23 軒

米ノ津地区　　27 軒

大川内地区　　14 軒

高尾野地区　　21 軒

江内地区　　　12 軒

野田地区　　　11 軒

　修学旅行生の受け入れに興味がある方は、

　　本庁観光交流課（☎６３−４０５９）に

お問い合わせください。
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おせち料理講座

　作って楽しい・食べておいし
いおせち料理づくりを学び、手
作りおせちで新年を迎えてみま
せんか。

開 催 日　11月26日（土）
開催時刻　午前９時30分～
　　　　　午後１時30分
開催場所　働く婦人の家
対 象　18歳以上
　　　　　（高校生不可）
定 員　20人
受 講 料　材料代
申込締切　10月21日（金）

男性のための料理教室

　料理初心者の男性のための講座
です。料理の楽しさ、自分で作っ
たものを味わう楽しさを体験して
みませんか。

開 催 日　11月10・17・24日（木）
開催時刻　午後６時30分
　 　 　　～同８時30分
開催場所　働く婦人の家
対 象　18歳以上男性
　　　　　（高校生不可）
定 員　20人
受 講 料　材料代
申込締切　10月21日（金）

クレインコーラス
（合唱講座）

　発声練習などの合唱の基礎から
馴染みの二部合唱、三部合唱を楽
しみます。

開 催 日　９月28日、
　　　　　10月12・26日
　　　　　11月2・9・16・30日
　　　　　12月７日（水）
　　　　　12月10日（土）
　　　　　12月11日（日）
　　　　　（出水音楽祭参加）
開催時刻　午後７時～同９時
開催場所　荘中学校音楽室
対 象　18歳以上（高校生不可）
受 講 料　無料
申込締切　９月16日（金）

ワードでつくる年賀状講座

 ワード（ワープロソフト）を利用
した年賀状作成を学び、オリジナ
ル年賀状を出してみませんか。文
字入力のできる方が対象です。

開 催 日　11月15・22・29日（火）
開催時刻　午後７時～同９時
開催場所　中央公民館
対 象　18歳以上（高校生不可）
定 員　24人
受 講 料　パソコン使用料 600円
申込締切　10月21日（金）

パソコンエクセル講座②

　はじめてエクセル（表計算や
データ入力のソフト）を使う人の
ための講座です。文字入力のでき
る方が対象です。

開 催 日　10月26日
　　　　　11月２・９・16・30日
　　　　　12月７・14日（水）
開催時刻　午後７時～同９時
開催場所　中央公民館
対 象　18歳以上（高校生不可）
定 員　24人
受 講 料　パソコン使用料 1400円

およびテキスト代 1260円
申込締切　９月22日（木）

はじめてのパソコン講座②

　電源の入れ方など、初歩からの
パソコンの使い方を学ぶ、初心者
向け講座です。

開 催 日　10月12・19・26日
　　　　　11月２・９日（水）
開催時刻　午後１時30分
　　　　　～同３時30分
開催場所　中央公民館
対 象　18歳以上（高校生不可）
定 員　24人
受 講 料　パソコン使用料 1000円

  およびテキスト代 1050円 
申込締切　９月22日（木）

マジック入門講座

　周りの人をあっと驚かせるよう
な手品を習得し、忘年会や各種イ
ベントを盛り上げてみませんか。

開 催 日　10月５・12・19日（水）
開催時刻　午後７時～同９時
開催場所　高尾野公民館
対 象　18歳以上（高校生不可）
定 員　20人
受 講 料　材料代
申込締切　９月22日（木）

受講共通要件　市内居住または市内に職場のある方

申 込 方 法　電話、FAX、電子メールでお申し込みください。FAX・
電子メールで申し込まれた場合は折り返し確認します。
土・日曜日、祝日を除く３日以内にFAXおよびメールが
届かない時はご連絡ください。

開 講 式　各講座開催日の初日に行います。
※各講座、原則として定員の半数以上の受講希望者がある場合に開講します。

※１人で２講座以上申し込みができますが、パソコン講座を複数申し込むこ

とはできません。

※募集定員を超えた場合は、出水市民であり、かつ、初めて受講される方を

優先し、抽選を行います。

申込・問い合わせ先

市中央公民館内生涯学習課
（☎63－2106　FAX64－1105）
電子メール：gakushu_c@city.izumi.kagoshima.jp

　　本市のさまざまな生涯学習事業について、
『生涯学習の事業案内（下半期版）』にも掲載してあります。

平成23年度
　出水市中央公民館・
　高尾野公民館後期講座、
　学校開放市民講座

のご案内　
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　竜巻注意情報は、積乱雲の下で発生する竜巻などの激しい突風に対して注意を呼びかける情報で、奄
美地方を除く鹿児島県全域が発表単位です。
　竜巻注意情報の有効期限は１時間で、発表されてから１時間以内に竜巻などの激しい突風が発生する
可能性は５～ 10パーセントです。これは、普段に比べると格段に高い発生確率です。この状況が続く
場合には、竜巻注意情報が再度発表されます。気象情報や雷注意報に留意し、周囲の空の状況に注意を
払い、竜巻の前兆現象を確認したら、早めに身を守るための行動をとってください。

◆　真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなる。　◆　ヒヤッとした冷たい風が吹き出す。
◆　雷鳴が聞こえたり、雷光が見えたりする。　　◆　大粒の雨やひょうが降り出す。

屋外では
○　頑丈な建物の物陰に入って、身を小さくする。
○　電柱や樹木は倒壊のおそれがあるので、すぐに離れる。

屋内では
●　窓やカーテンを閉める。　　●　窓から離れる。　　●　１階の窓の少ない部屋に移動する。
●　丈夫な机やテーブルの下に入るなど、身を小さくして頭を守る。

竜巻の前兆現象

竜巻から身を守る

竜巻注意情報について

どんな出し方が正しいの？
～座椅子やベビーカー〜

　皆さんがご利用のごみステーションに座椅子などが収集されず
に残っていることがありませんか？燃やせるごみとして分別可能
なものは布部分と金属の部分に分けて、それぞれの収集日に出さ
なければ収集されません。
　ベビーカーなども覆いなどの布類を外した後に燃やせない粗大
ごみとして、外した布類は燃やせるごみとして出してください。
※ごみ分別は、出水市ホームページ内「ごみ分別検索」に品目の

キーワードを入力することでもご覧いただけます。

環境美化推進条例のある街
　出水市は、環境美化推進条例のある街で
す。
　条例では、空き缶等のポイ捨て禁止や飼
い犬等のふん放置禁止を定めています。
　ごみ出しは、ルールを守り、決められた
場所に出しましょう。
　美しい自然や街並みの景観を守るため、
地域の環境美化活動やごみの持ち帰りなど、
出水市の環境の美化にご協力ください。

問い合わせ先
本庁市民生活課生活環境係　　　　　　　　（☎６３−４０４２）
高尾野支所市民福祉課市民生活グループ　　（☎８２−５４１６）
野田支所市民福祉課市民生活グループ　　　（☎８４−４８１３）

座椅子（分解前） 座椅子（分解後）
布部分は燃やせるごみへ
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験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◎
い
ず
れ
の
職
種
も
原
則
と
し
て
採
用
と
同
時
に
市
内
に
居
住
で
き
る
方
と
し
ま
す
。

試
験
日
お
よ
び
会
場

　

10
月
16
日（
日
）　

受
付
開
始
：
午
前
８
時　
　

試
験
開
始
：
午
前
８
時
30
分　
　

会
場
：
市
中
央
公
民
館

受
験
申
込
受
付
期
間

９
月
１
日（
木
）か
ら
同
26
日（
月
）ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
、
最
終
日
到
着
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

受
験
手
続

受
験
申
込
書（
本
庁
市
民
相
談
室
、
各
支
所
地
域
振
興
室
、
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
の
請
求
お
よ

び
提
出
は
、
郵
送
で
も
可
能
で
す
。
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
封
筒
の
表
に「
受
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
付
し
た
宛
先
明
記
の
返
信
封
筒（
角
型
２
号
封
筒
：
Ａ
４
判
サ
イ
ズ
）を
同
封
の
う
え
、

総
務
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
職
員
係（
☎
○63
４
０
２
３
）

職　　種 採用予定
人　　員 受験資格

看 護 師 ６人程度 次のいずれの要件も
満たす者とします。
①昭和47年４月２日

以降に生まれた者
②免許を有する者ま

たは平成23年度実
施の国家試験で免
許取得見込みの者

臨床工学技士 若干名
診療放射線技師 ２人程度
理 学 療 法 士 若干名

言 語 聴 覚 士 若干名

臨床検査技師 若干名

次のいずれの要件も
満たす者とします。
①昭和47年４月２日

以降に生まれた者。
ただし、超音波検
査士認定資格（日
本 超 音 波 学 会 認
定資格）取得者に
あっては、昭和37
年４月２日以降に
生まれた者

②免許を有する者ま
たは平成23年度実
施の国家試験で免
許取得見込みの者

電 気 技 師 １人

次のいずれの要件も
満たす者とします。
①昭和37年４月２日

以降に生まれた者
②電気主任技術者の

資格を有する者で、
３年以上の実務経
験を有する者

職
種
、
採
用
予
定
人
員
お
よ
び
受
験
資
格

　市では、民間事業者などの団体が持っているノウハウを生かした、住民サービスの向上、効率的な施設運営を目
指し、指定管理者制度を導入しています。
　今回は、本年度末で指定期間が満了する次の施設について、平成24年４月から管理運営を行っていただける団体
等を募集します。

施 設 名 指 定 期 間 所 管 課

高野山公園 ５年間（平成24年度~同28年度） 高尾野支所産業建設課（☎82−5423）

野田農産加工施設 ５年間（平成24年度~同28年度） 野田支所産業建設課　（☎84−4816）

応募資格
市内に営業所等があり、募集要項の資格要件を満たす法人または団体

募集の期間
９月１日（木）～ 同30日（金）

募集要項の配布
９月１日（木）から上記、各支所産業建設課および本庁農林水産課（☎63−4055）で配布します。詳細につきま
しては、所管課にご連絡ください。

指定管理者を募集
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地
域
の
活
性
化
と
肥
薩
お
れ
ん

じ
鉄
道
の
利
用
促
進
を
目
的
に
野

田
郷
駅
前
広
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

地
元
で
活
躍
す
る
バ
ン
ド
、

コ
ー
ラ
ス
、
和
太
鼓
な
ど
変
化
に

富
ん
だ
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

秋
の
夜
長
、
星
空
の
も
と
、
夜
空

に
響
く
音
色
を
ゆ
っ
く
り
ご
観
賞

く
だ
さ
い
。

日
　
時　

９
月
18
日（
日
）

　

午
後
５
時
30
分
～
同
９
時

場
　
所　

野
田
郷
駅
前
広
場

※
雨
天
時
は
野
田
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
野
田

郷
事
務
局　

鶴
田（
☎
０
９
０

−

９
５
６
８

−

７
２
１
８
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

野
田
郷
駅
前
広
場
コ
ン
サ
ー
ト

３つの『る・る・る』で申請
身体障害者用駐車場利用証制度

 （パーキングパーミット制度 ） をご存じですか？

申請方法はいたって簡単です。
次の３つの『る・る・る』で申請しましょう。

〈利　用　証〉 〈案内表示用ステッカー〉
（緑）（赤）

【有効期限：５年間】 【有効期限：５年間】 【有効期限：１年未満】

車椅子常時利用者で、
車を運転される方

障害者、高齢者、
難病の方

一時的に歩行困難な方

（オレンジ）

　鹿児島県では、障害者、高齢者、妊産婦など歩行が困難と認められる方
に対して、県内共通の身体障害者用駐車場利用証（パーキングパーミット
制度）の推進を図っています。この制度は、県が対象者に利用証を交付し
車に表示することで、県と各施設で協定した駐車場で、必要としている人
の駐車スペースの確保を図ることを目的としています。鹿児島県の導入後、
本年７月31日までに出水市では166枚が交付されています。この制度の利
用をお考えの方は、次の方法で申請しましょう。

★　申請書は、市役所福祉課、高尾野・野田支所市民福祉課等で受け取ることができます。
　　また県のホームページからもダウンロードできます。
★　郵送申請は、 県北薩地域振興局へ到着後、申請内容に間違いが無ければ数日後に自宅へ郵送で届きます。 
　　（北薩地域振興局へ直接来局された場合は、すぐに交付できます。）

◆　身障者用駐車場利用証は、３種類あり利用者によって有効期限と
色が区分されています。

　身障者用駐車場は、できるだけ建物に近い位置に駐車する必要がある方の駐車スペースです。誰もが楽しく出かけられ
るよう、みんながゆずりあい・いたわりあい・思いやりのやさしい気持ちを持ち、共にいきいきと暮らせるまちづくりを進
めていきましょう。

※　熊本県 ・ 佐賀県 ・ 長崎県 ・ 山口県でも制度化されており、 同様に利用する事ができます。

問い合わせ先

　鹿児島県北薩地域振興局
　地域保健福祉課 地域支援係
　〒895−0041薩摩川内市隈之城町228−１
　（☎0996−23−3166（内線220））
　出水市役所本庁福祉課社会福祉係
　（☎63−4045）

140円切手を同封し郵送す

または、北薩地域振興局へ出かけ る証明する手帳等をコピーする申込書へ記入す る

公共施設・病院・店舗などの駐
車場に、立て看板や壁へ表示さ
れています。
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11
月
19
日（
土
）、
20
日（
日
）の

２
日
間
、
市
総
合
運
動
公
園
で

「
市
制
施
行
５
周
年
記
念
事
業
出

水
市
大
産
業
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

　

大
テ
ン
ト
内
ス
テ
ー
ジ
等
で
行

う
舞
踊
芸
能
や
音
楽
演
奏
な
ど
を

披
露
さ
れ
る
団
体
・
個
人
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
に
出
品
さ
れ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格

　

市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

応
募
期
限　

９
月
30
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
林
水
産
課
産
業
政
策
係

　
（
☎
�
４
０
５
５
）

　

出
水
商
工
会
議
所
で
は
、
現
在

出
水
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
よ
う
な

グ
ル
メ
や
ス
イ
ー
ツ
の
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で
出

水
の
歴
史
や
特
産
品
、
食
等
の
観

光
や
地
域
の
魅
力
を
効
果
的
に
情

報
発
信
す
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ

れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
行

政
や
商
工
会
議
所
、
出
水
市
内
の

事
業
所
等
が
発
行
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
商
品
等
に
使
用
し
て
い

き
ま
す
。

募
集
内
容

①
文
字
数
は
、
原
則
と
し
て
12
文

字
以
内
と
し
ま
す
。

②
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、

ロ
ー
マ
字
、
外
国
語
の
い
ず
れ

を
使
用（
混
用
）し
て
も
構
い
ま

せ
ん
。

③
出
水
市
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

④
応
募
は
、
所
定
の
応
募
用
紙
を

使
用
し
て
下
さ
い
。（
出
水
商

工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

※
そ
の
他
詳
細
は
出
水
商
工
会
議

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

募
集
期
限

　

９
月
30
日（
金
）必
着

賞
　
　
金

○
最
優
秀
賞　
　

現
金
10
万
円

○
佳
作（
３
点
）　

現
金
１
万
円

※
入
選
作
品
が
出
水
市
民
の
場
合

は
、
出
水
市
内
共
通
商
品
券
で

す
。

応
募
方
法

○
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
場
合

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
出
水
商
工
会
議
所
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

○
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
場
合

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
次
の
ア
ド
レ
ス
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。（
件
名
は

「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
」と

し
て
く
だ
さ
い
。）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

出
水
商
工
会
議
所

〒
８
９
９

−

０
２
０
５

出
水
市
本
町
７
番
16
号

（
☎
�
１
３
３
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

０
５
５
２
）

Em
ail　s-ibi@

izum
i-cci.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.izum

i-cci.or.jp

　

平
成
24
年
度
の
新
卒
者
を
対
象

に
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科
名
お
よ
び
定
員

※
訓
練
期
間
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計

科
の
み
２
年
で
そ
れ
以
外
の
科

は
１
年
で
す
。

応
募
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
さ
れ

て
い
る
方
、
ま
た
は
取
得
可
能

な
方
で
、
就
職
の
意
志
を
有

し
、
訓
練
等
健
康
面
で
集
団
生

活
に
支
障
の
な
い
方（
平
成
24

年
３
月
に
高
校
、
短
大
、
大
学

等
卒
業
見
込
み
の
方
）

※
介
助
支
援
を
受
け
て
い
る
場
合

ま
た
は
身
体
障
害
以
外
の
障
害

の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

応
募
受
付
期
間

９
月
１
日（
木
）～
10
月
７
日

（
金
）

※
一
般
・
新
卒
対
象
の
募
集
を
11

月
７
日（
月
）か
ら
平
成
24
年
１

月
６
日（
金
）ま
で
行
い
ま
す
。

応
募
手
続

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
入
校
願
書（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出

水
に
設
置
）

（
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
を
貼
付
）

○
健
康
診
断
書（
様
式
指
定
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
（
☎
�
０
６
８
５
）

 　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通

信
制
・
単
位
生
の
高
等
学
校
普
通

科「
後
期
入
学
生
」を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
可
能

で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
利
用
し
た
特
色
の
あ
る

教
育
課
程
で
、
３
年
間（
た
だ
し
、

転
編
入
あ
り
）で
高
校
卒
業
資
格

を
取
得
で
き
ま
す
。
登
校
は
月
に

１
～
２
回
で
す
。
ま
ず
は
、
無
料

の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象

○
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
高
等

学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
者

○
高
等
学
校
を
途
中
退
学
し
た
者

○
高
等
学
校
に
在
籍
中
の
者

願
書
受
付
期
限

10
月
20
日（
新
入
生
・
編
入
生
）

11
月
20
日（
転
入
生
）

申
込
方
法

ご
請
求
に
よ
り
入
学
案
内
書
と

願
書
を
お
届
け
し
ま
す
。
出
願

受
付
順
に
書
類
選
考
と
面
接
を

行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

（
☎
０
４
２

−

５
７
３

−

８
１

１
１　

☎
０
１
２
０

−

４
５
１

４

−

２
４
）

http://w
w

w
.n-gaku.jp/sch

大
産
業
祭
出
場
者
等
を
募
集

障
害
者
職
業
訓
練
生
を
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
平
成
23
年
度

後
期
入
学
生
募
集
中
！

出
水
ブ
ラ
ン
ド
の
“
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
”を
募
集

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

種類 科名 定員

普
通
課
程

普
通
職
業
訓
練

コンピューター製図科
（機械製図科） 20人

プログラム設計科 20人
商業デザイン科 20人
OAビジネス科
（OA事務科） 20人

福祉住環境科
（建築設計科） 20人
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パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
均

等
・
均
衡
待
遇
等
に
関
す
る
相
談

に
対
応
す
る
た
め
鹿
児
島
労
働
局

が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
個
別
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
　
時　

９
月
28
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
　
所　

出
水
公
共
職
業
安
定
所

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
☎
０
９
９

−

２
２
２

−

８
４

４
６
）

　

鹿
児
島
県
が
設
置
し
て
い
る

「
か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
今
回
北

薩
地
区
に
居
住
の
方
を
対
象
と
し

た
巡
回
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
常
時
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
相

談
会
を
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
方
も

電
話
・
メ
ー
ル
等
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

９
月
23
日（
金
）

午
後
１
時
～
同
７
時（
８
組
対

応
）

場
　
所　

ひ
ま
わ
り
館

（
さ
つ
ま
町
宮
之
城
屋
地
２
１

１
７
番
地
１
）

対
象
者

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー

ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
本
人

お
よ
び
保
護
者

費
　
用
　
無
料

申
込
期
限　

９
月
10
日（
土
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
相
談

セ
ン
タ
ー（
☎
０
９
９

−

２
５

７

−

８
２
３
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９

９

−

２
５
７

−

８
２
３
１
）

soudan-center@
hello.odn.

ne.jp

　

市
で
は
、
農
業
生
産
、
農
業
生

活
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
土

地
改
良
事
業
と
農
業
用
施
設
整
備

事
業
原
材
料
支
給
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
実
施
を
希
望
さ

れ
る
と
こ
ろ
は
、
土
地
改
良
区
理

事
長
、
農
地
管
理
組
合
長
等
の
代

表
者
ま
た
は
自
治
会
長
が
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
採
択
お
よ
び
支
給
基
準

等
に
よ
り
助
成
や
支
給
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

土
地
改
良
事
業
補
助
金
交
付　

助
成
内
容

補
助
対
象
経
費
の
60
～
75
㌫
の

補
助
金
交
付

対
　
象

　

土
地
改
良
事
業

○
１
地
区
当
た
り
事
業
費
の
最
高

額
を
２
０
０
万
円
、
最
低
額
を

30
万
円
と
す
る
。

○
地
区
の
受
益
面
積
が
お
お
む
ね

０.

５
㌶
以
上
５
㌶
以
内
お
よ

び
受
益
戸
数
３
戸
以
上
で
、
農

業
経
営
の
振
興
に
著
し
い
効
果

が
あ
り
、
か
つ
、
緊
急
を
要
す

る
地
区
と
す
る
。

○
事
業
の
実
施
基
準
は
、
次
の
条

件
を
満
た
す
こ
と

・
農
道
整
備
事
業

延
長
は
、
お
お
む
ね
30
㍍
以
上

３
０
０
㍍
以
内
と
し
、
有
効
幅

員
は
２
㍍
以
上
５
㍍
以
内
と
す

る
。
農
道
舗
装
は
、
舗
装
厚
３

㌢
以
上
と
す
る
。

・
橋
り
ょ
う
事
業

永
久
橋
と
し
、
幅
員
は
２
㍍
以

上
５
㍍
以
内
と
す
る
。

・
暗
き
ょ
排
水
事
業

原
則
と
し
て
完
全
暗
き
ょ
と
す

る
。
た
だ
し
、
支
線（
吸
水

き
ょ
）は
、
簡
易
暗
き
ょ
で
差

し
支
え
な
い
。

・
か
ん
が
い
排
水
事
業

機
械
用
水
に
つ
い
て
は
、
固
定

施
設
に
限
る
。

・
客
土
事
業

客
土
量
は
、
10
㌃
当
た
り
、
10

立
方
㍍
以
上
と
す
る
。

・
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整
備
事
業

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
給
水
区
域
外
を

対
象
と
す
る
。
既
設
の
水
源
地

改
修
整
備
を
原
則
と
し
、
受
益

戸
数
は
お
お
む
ね
５
戸
以
上
と

す
る
。

※
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
り
、
事

業
規
模
や
受
益
面
積
等
の
採
択

基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
受

益
者
負
担
も
伴
い
ま
す
の
で
地

区
関
係
者
合
意
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

９
月
30
日（
金
）

 

農
業
用
施
設
整
備
事
業
原
材
料
支
給 

支
給
内
容

生
コ
ン
、
砂
利
、
側
溝
製
品
等

の
原
材
料
現
物（
限
度
額
20
万

円
）

対
　
象

農
業
用
施
設

事
業
の
実
施
基
準
は
、
次
の
条

件
を
満
た
す
こ
と

○
農
業
用
施
設
整
備
事
業
原
材
料

支
給
に
つ
い
て
は
、
農
業
生
産

に
必
要
な
公
有
財
産
ま
た
は
土

地
改
良
区
の
道
路
、
水
路
で

あ
っ
て
、
現
に
農
業
用
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

○
受
益
農
地
面
積
が
０.

２
㌶
以

上
の
農
業
用
施
設
で
あ
る
こ
と

○
受
益
者
の
総
意
を
も
っ
て
整
備

の
要
望
が
な
さ
れ
る
こ
と

※
申
請
書
の
記
入
方
法
等
詳
細
に

つ
い
て
は
、
記
入
要
領
を
添
付

し
ま
す
の
で
参
照
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
水
産
課

（
☎
�
４
０
５
８
）

高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課
産
業

振
興
グ
ル
ー
プ

（
☎
�
５
４
２
３
）

野
田
支
所
産
業
建
設
課
産
業
振

興
グ
ル
ー
プ

（
☎
�
４
８
１
６
）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
個
別
相

談
会

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・

ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど

に
係
る
巡
回
相
談
会

身
近
な
農
道
や
農
業
用
排
水

路
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
整

備
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

おさかな市開催（第２土曜日）
９月10日（土）午前11時

名護漁港

出水ふれあい市開催（第４土曜日）
９月24日（土）午前９時

出水公会堂周辺



広報いずみ 2011（平成 23 年）9 月 10

　

薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等
の
使
い

方
に
つ
い
て
の
講
演
を
開
催
し
ま

す
。

日
　
時　

９
月
15
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時

場
　
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

演
　
題

　
「
薬
の
正
し
い
知
識
に
つ
い
て
」

講
　
師　

末
永　

雄
大
先
生

　
（
出
水
郡
薬
剤
師
会
会
営
薬
局
）

参
加
料　

無
料

相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
２
１
４
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

２
８
１
９
）

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
で
は
、

貴
重
な
資
料
等
を
虫
や
カ
ビ
か
ら

守
り
、
末
長
く
保
存
し
、
展
示
し

て
い
く
た
め
に
館
内
の
消
毒
・
く

ん
蒸
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
９
月

13
日（
火
）か
ら
16
日（
金
）ま
で
臨

時
休
館
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

（
☎
�
８
９
１
５
）

薬
に
つ
い
て
の
講
演
会

ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー

ク
い
ず
み
を
臨
時
休
館

出水総合医療センターからのお知らせ
〜 腎 臓 内 科 の ご 紹 介 〜

　先月号でもお知らせしましたが、出水総合医療センターでは、７月から毎週水曜日に専門医による腎臓
内科の診療を始めました。

腎臓の病気はどのようなもの？
　腎臓病は、一般的に症状の進行を抑えることが難しく、末期になるまで症状が出現することが少ない病
気です。そのため、尿検査、血圧検査、健診などによる腎機能検査が必要となります。ご家族に腎臓病、
糖尿病の患者さんがいらっしゃる方は特に注意が必要です。

腎臓内科での診療の内容は？
　腎臓内科では、糸球体や腎臓の構成成分であるネフロンを中心とした腎炎やネフローゼといった疾患、
腎不全、糖尿病や高血圧症等の全身性疾患による二次的な腎障害の診療を行います。
　成人の場合、蛋白尿だけのときや、蛋白尿と血尿の両方の症状があるときには、糸球体、ネフロンレベ
ルの病気であることが多いので腎臓内科の診察を受けることをお勧めします。
　なお、小児の場合は、まずは小児科を受診されることをお勧めします。

主な診療領域は？
　出水総合医療センターの腎臓内科の専門医の診療領域は次のとおりです。

対 象 領 域 主 な 疾 患 等

腎 疾 患 蛋白尿、血尿、手足や顔のむくみ、腎炎、腎不全、糖尿病性腎症

高 血 圧 腎血管性高血圧症など腎臓や副腎の異常による二次性の高血圧

〜 来院前に、必ず事前連絡を 〜
　救急外来を受診される場合は、救急車で搬送される場合を除いて、必ず事前に電話で症状等を連絡され、
指示に従って受診いただくようお願いします。
　特に、「急に頭や胸が痛くなった」場合などは、たとえ症状が軽くても重大な病気が隠れていることが
あります。事前に連絡いただくことで、場合によっては専門医のいる病院等へ紹介する等、適切な対応が
可能となります。
　夜間でも看護師が電話対応しますので、必ず電話連絡してから来院されますようお願いします。
　なお、夜間一次救急診療所の診療時間内においては、出水総合医療センターでは重症の方のみ診療を行
いますので、ご協力ください。

問い合わせ先
出水総合医療センター地域医療連携室

（☎６７－１６１１）
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障
害
の
あ
る
幼
児
お
よ
び
児
童

生
徒
と
そ
の
保
護
者
、
教
育
関
係

者
等
に
対
し
て
、
出
水
養
護
学
校

に
お
け
る
教
育
内
容
や
指
導
方
法

等
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
適
切
で

円
滑
な
就
学
を
一
層
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
体
験
学
習
を
実
施
し

ま
す
。

日
　
時

10
月
12
日（
水
）午
前
８
時
45
分

～
午
後
０
時
10
分

※
教
育
相
談
を
受
け
る
方
は
午
後

２
時
30
分
終
了

対
象
者

○
平
成
24
年
度
就
学
予
定
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

○
現
在
小
学
校
６
年
・
中
学
校
３

年
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒

と
そ
の
保
護
者

○
教
育
関
係
者
等

※
対
象
外
の
未
就
学
児
、
小
学
校

１
～
５
年
、
中
学
校
１
・
２
年

の
方
は
、
本
校
が
随
時
実
施
し

て
い
る
教
育
相
談
で
個
別
に
対

応
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

９
月
１
日（
木
）～
同
９
日（
金
）

申
込
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
学
校
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
し
込
み
用
紙
が

不
足
す
る
場
合
に
は
、
お
手
数

で
す
が
必
要
数
を
コ
ピ
ー
し
て

お
使
い
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
立
出
水
養
護
学
校
体

験
学
習
係

　

〒
８
９
９

−

０
２
０
８

　

出
水
市
文
化
町
９
６
６
番
地

　
（
☎
�
３
４
０
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

３
４
２
２
）

県
立
出
水
養
護
学
校
体
験
学

習
を
実
施

「はかり」の定期検査を実施します
　商店や事業所等で取引または証明のために使用している「はかり」は、２
年に１回定期検査を受けることが法律で定められています。本年度は、検査
の年に当たりますので、関係事業所の方はもれなく受検してください。検査
には、手数料、印鑑が必要です。詳しくは商工労政課商工労政係（☎６３−
４８００）にお問い合わせください。

検査日程

実 施 日 時　　間 場　　　所

10月３日（月）
午前11時　　〜同11時30分 江内カントリーコア
午後１時　　〜同５時 高尾野農村環境改善センター

10月４日（火） 午前９時30分〜午後２時 出水市役所野田支所

10月５日（水）
午前11時　　〜正午 大川内農業者トレーニングセンター
午後１時30分〜同４時30分 米ノ津公会堂

10月６日（木） 午前９時　　〜午後４時30分 米ノ津公会堂
10月７日（金） 午前９時　　〜午後２時 鹿島公民館
10月11日（火） 午前11時　　〜午後４時30分 出水公会堂
10月12日（水） 午前９時　　〜午後３時 出水公会堂

働く婦人の家主催講座の
参 加 者 募 集

◆開催場所
　働く婦人の家（保健センター２階）
◆対 象 者
　女性（市内に居住または市内に勤務）
◆申込方法
　電話でお申し込みください
◆申 込 先
　働く婦人の家
　（☎６３−２１８５）

後期定期講座
「やさしいヨガ」

初心者向けのヨガです。
凝った筋肉をヨガでリラックスさせましょう。

◆開 講 日
　10月〜 12月火曜 （全10回）
◆開講時間
　午前10時〜正午
◆講　　師
　花田　美代子　先生
◆受 講 料　無料
◆申込締切日
　９月20日（火）

後期定期講座
「シェフのイタリア料理」〜秋コース〜

シェフに教わるイタリア料理。
プロの味をマスターしましょう。

◆開 講 日
　10月12・26日、11月９・30日、
　12月７・21日
◆開講時間
　午前10時〜午後１時　
◆講　　師
　北村　　潤　先生
◆受 講 料
　材料代（１回800円）＋調味料代
◆申込締切日
　９月20日（火）

後期定期講座
「プリザーブドフラワー」

基礎から学べる初心者クラス。
季節に合ったアレンジで暮らしに彩りを！

◆開 講 日
　10月〜２月第２・４木曜（全10回）
◆開講時間
　午後１時30分〜同３時30分　
◆講　　師
　﨑田　郁子　先生
◆受 講 料
　材料代　5000円程度
◆申込締切日
　９月20日（火）

後期定期講座
　「ペアで筋力トレーニング」
2 人 1 組で行う筋力トレーニング。

（男性および高校生以下の応募不可）

◆開 講 日
　10月〜 12月毎週金曜（全10回）
◆開講時間
　午後８時〜同10時
◆講　　師
　堤下　　武　先生
◆受 講 料　無料
◆申込締切日
　９月20日（火）　　　

後期短期講座　「絵手紙あそび」

丁寧な指導で、誰でも簡単に素敵な作品が描けます。
季節のお便りに一筆いかがですか？

◆開 講 日
　10月８・29日､ 11月12日 
◆開講時間
　午後１時30分〜同３時30分
◆講　　師
　山本　　隆　先生
◆受 講 料
　材料代 1500円
◆申込締切日
　９月14日（水）

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
！

公
正
な
採
用
選
考
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
16
日
は
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
採
用
・
選
考
開
始
日

で
す
。

　

選
考
に
当
た
っ
て
は
応
募
者
の
適
性
と
能
力
の
み
を
基
準
と
し
た

公
正
な
採
用
選
考
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

出
水
公
共
職
業
安
定
所　
学
卒
係
（
☎
�
０
６
８
５
）
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下
水
道
供
用
区
域
内
に
お
い
て

排
水
設
備
工
事
を
さ
れ
て
い
な
い

皆
さ
ま
へ

　

下
水
道
事
業
は
、
居
住
環
境
を

衛
生
的
で
快
適
な
も
の
に
し
、
川

や
海
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
健
康
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
、
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
や
事
業
所
等
が
下
水
道

に
接
続
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

そ
の
目
的
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

　

水
洗
化
が
で
き
な
い
、
あ
る
い

は
遅
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
下
水
道
事
業
の
目
的
を

十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
排
水

設
備
の
設
置
お
よ
び
水
洗
化
に
つ

い
て
、
お
取
り
組
み
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
推
進
標
語

｢

下
水
道
生
き
も
の
す
べ
て
の

い
の
ち
の
わ｣

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
下
水
道
課

管
理
係（
☎
�
４
０
７
１
）

建
設
係（
☎
�
４
０
７
２
）

維
持
係（
☎
�
４
０
８
０
）

９
月
10
日
は｢

下
水
道
の
日｣

水
洗
化
に
ご
協
力
を
！

62

　

ま
た
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

は
、
家
族
や
地
域
で
お
互
い
に
支

え
あ
う
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

＊
家
族
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

返
事
を
し
な
か
っ
た
り
適
当

に
う
な
ず
い
た
り
せ
ず
、
家
族

の
顔
を
見
て
お
話
し
し
ま
し
ょ

う
。

＊
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。

　

身
近
な
人
に
こ
そ
気
持
ち
を

伝
え
る
言
葉
を
口
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

＊
お
互
い
の
様
子
に
目
を
配
り
ま

し
ょ
う（
気
づ
き
）。

＊
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
一
声
か
け
ま
し
ょ
う

（
見
守
り
）。

＊
周
囲
の
協
力
も
得
て
早
い
時
期

に
相
談
や
、
受
診
を
勧
め
ま
し
ょ

う（
つ
な
ぎ
）。

　

９
月
10
日
は『
世
界
自
殺
予
防
デ

イ
』９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予

防
週
間
で
す
。
家
族
・
地
域
の
“
つ

な
が
り
”
を
考
え
る
機
会
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
！

ポリオ予防接種（秋期）が始まります

　予防接種の対象者には個別に通知し
てありますので、母子健康手帳と予診票
をお持ちの上、会場にお越しください。
　感染症の流行を防ぐとともに、病気
にかからないように免疫を付けたり、
かかっても軽症で済むように予防接種
は忘れずに受けましょう。

問い合わせ先

　本庁健康増進課保健予防係
　（窓口⑨　☎６３−４０４３）

　高尾野支所市民福祉課健康福祉グループ
　（窓口④　☎８２−５４２２）

　野田支所市民福祉課健康福祉グループ
　（窓口②　☎８４−４８１３）

９月24日（土）から30日（金）までは結核予防週間
【日本の結核の状況】

　結核は過去の病気ではありません。現在もなお日本では最も規模
の大きな感染症の一つです。最近では、患者の高齢化、都市部への
集中、重症発病の増加など、結核の抱える問題は多様化しています。

【早期発見のポイント】
　結核の初期症状は風邪とよく似ています。咳やたんが２週間以上
続いたら、必ず医療機関で受診しましょう。
　65歳以上の方は、毎年胸部レントゲン検診を受けましょう。

【予防のポイント】
　結核予防効果の高いBCG接種は生後６カ月までに受けましょう。
　日ごろから体力を落とさないために規則正しい生活、バランスの
取れた食事、適度な運動、休養といった生活習慣を心がけましょう。

問い合わせ先
　本庁健康増進課保健予防係
　（☎６３−４０４３）

お
元
気
で
す
か
？

　
　
　

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
！　

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
で
は
こ
こ

ろ
の
病
に
か
か
る
人
が
増
加
し
て
お

り
、
自
殺
者
数
の
増
加
も
、
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市

で
も
年
間
20
人
前
後
の
方
が
自
ら
命

を
絶
っ
て
お
ら
れ
、
交
通
事
故
死
亡

者
数
よ
り
も
多
い
状
況
で
す
。

　

自
分
の
こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
こ
こ
ろ
の
健

康
と
体
の
健
康
は
、
密
接
に
か
ら
み

合
っ
て
い
ま
す
。
原
因
が
分
か
ら
ず

繰
り
返
さ
れ
る
体
の
不
調
は
も
し
か

す
る
と「
こ
こ
ろ
」が
疲
れ
て
い
る
サ

イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
と
し
て
は
、
眠

れ
な
い
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
・
何
も
す

る
気
が
し
な
い
・
不
安
に
な
る
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
二
週
間

以
上
続
く
と
き
は
危
険
信
号
！
ひ
と

り
で
悩
ま
な
い
で
、
病
気
を
発
症
す

る
前
に
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
！
身
近
な
方
へ
あ
る
い
は
、
相
談

機
関
を
利
用
さ
れ
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
窓
口

の
一
覧
表
を
各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま

し
た
。
利
用
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
貼

り
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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　株式会社ビックスは自動車・家電製品を中
心とする組立工場はもとより、携帯電話・パ
ソコン・カメラ・HDD他の精密機器の組み
立てに不可欠なドライバービット、インパク
トソケットを製造、販売している会社です。
　九州内でも数少ない工具メーカーで、国内
のユーザー企業のみならず海外の企業にも愛
用されています。
　「こんな締付工具があれば・・」「ここどう
やって締めようか」、という声に応えるべく
特注製品も製作しており、「ビックス製品で
よかった」という声を企業活動の力にして、
社会に貢献できる企業でありたいと考えてい
ます。

事業概要：エアー、電動、油圧工具用各種先端工具の製造・販売
主要品目：ドライバービット・インパクトソケット・機械部品
操　　業：1989（平成元）年１月
資 本 金：3200万円
従業員数：27人（本年８月現在）
所 在 地：出水市平和町1040番地
連 絡 先：（0996）63−0067

事業概要：自動車用部品製造
主要品目：トヨタ・ダイハツ・ホンダ向け自動車用ワイヤーハーネス
操　　業：1991年（平成３）年10月
資 本 金：4000万円
従業員数：159人（本年７月末現在）
所 在 地：出水市野田町上名6504−60
連 絡 先： （0996）84−3080

　豊瑛電研株式会社野田工場は鹿児島県の誘
致企業として京都府綾部市より平成３年に本
市に進出し、今年で創業20周年を迎えました。
　主要生産品目は自動車用ワイヤーハーネス
で、トヨタ・ダイハツ・ホンダの各自動車メー
カーに納入しています。会社の特徴は次の２
点です。
①お客さまに高品質な製品をタイムリーに供
給すること
②"人"中心のものづくりを大切にし、ものづ
くり研究会や専門家派遣事業への参加、QC
活動、改善提案活動への積極的な取り組み
　一人一人の技の集大成が現場で、まさに全
員参加の活気ある企業です。

株式会社　ビックス
技術で世界のブランド「BIX」をめざす

当社は自動車を通して未来を創造しています。
私たちと一緒に日本を元気にしませんか！

豊瑛電研株式会社　野田工場



広報いずみ 2011（平成 23 年）9 月 14

　

最
近
、
本
市
で
も
催
眠
商
法
に

関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
お
り

被
害
額
も
数
十
万
円
単
位
と
大
き

い
こ
と
か
ら
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
商
法
の
手
口
は
、
ま
ず
、

日
用
品
を
無
料
で
配
布
す
る
な
ど

と
言
っ
て
勧
誘
し
、
消
費
者
を
会

場
に
引
き
込
み
ま
す
。
最
初
は
確

か
に
無
料
で
配
布
す
る
の
で
す
が

巧
み
な
話
術
と
サ
ク
ラ（
※
）を
使
い
、

消
費
者
を
興
奮
状
態
に
さ
せ
、

徐
々
に
高
額
な
商
品
を
購
入
さ
せ

る
の
で
す
。
欲
し
い
商
品
の
場
合

に
は
、
消
費
者
に「
ハ
イ
」と
手
を

あ
げ
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
催
眠
商

法
は
、
別
名「
ハ
イ
ハ
イ
学
校
」と

も
言
わ
れ
ま
す
。

対
処
法

①
会
場
に
行
く
つ
も
り
が
な
い
な

ら
、
知
人
か
ら
誘
わ
れ
て
も
は

っ
き
り
と
断
る
こ
と
で
す
。
そ

の
知
人
が
サ
ク
ラ
で
あ
る
ケ
ー

ス
も
多
い
の
で
す
。

②
会
場
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

で
も
、
場
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ

ず
、
そ
の
商
品
が
本
当
に
必
要

な
も
の
か
慎
重
に
判
断
す
る
こ

と
で
す
。

③
日
用
品
を
無
料
で
も
ら
っ
た
こ

と
を
引
け
目
に
感
じ
て
、
商
品

を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
必
要
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

④
商
品
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
、
購
入
し
て
か
ら
８
日

間
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
の

解
約
が
可
能
で
す
。
解
約
の
仕

方
が
分
か
ら
な
い
場
合
や
８
日

間
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず

は
、
出
水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー（
☎
�
６
２
０
３
）に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

※
サ
ク
ラ
…
商
品
等
を
販
売
す
る

経
営
側
の
人
間
で
あ
り
な
が
ら

あ
た
か
も
客
の
よ
う
に
装
い
、

他
の
客
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
人

物

催
眠(

Ｓ
Ｆ)

商
法
に
注
意

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

午前９時30分〜午後４時
（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内（☎63−6203）

○水曜日
午前９時30分〜正午
野田支所市民福祉課内（☎63−2111 内線741）

○水曜日
午後１時30分〜同４時
高尾野支所市民福祉課内（☎63−2111 内線453）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す

と
、保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落

と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に

行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、納
め

忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

※
保
険
料
を
当
月
末
の
口
座
振
替

（
早
割
）に
す
る
と
月
々
50
円
の

お
得
、
６
カ
月
分
の
口
座
振
替

前
納
は
、
１
０
２
０
円
の
割

引
、
１
年
度
分
の
口
座
振
替
前

納
は
、
３
７
８
０
円
の
割
引
で

も
っ
と
お
得
で
す
。（
平
成
23

年
度
分
）

◎
手
続
に
必
要
な
も
の

国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
ま
た

は
年
金
手
帳

　

預
金
通
帳
、届
出
印

◎
手
続
先

　

金
融
機
関
・
年
金
事
務
所

※
引
き
落
と
し
の
開
始
は
、口
座

振
替
開
始
通
知
書
で
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

　
「
口
座
振
替
で
の
前
納
」は
１
年

分（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
）と
半
年

分（
４
月
〜
９
月
分
・
10
月
〜
翌
年

３
月
分
）の
２
種
類
に
限
ら
れ
ま

す
が
、「
納
付
書
に
よ
る
現
金
で

の
前
納
」は
、ご
希
望
月
か
ら
利
用

で
き
ま
す
。

※
前
納
納
付
書
を
希
望
さ
れ
る
と

き
は
、川
内
年
金
事
務
所
ま
た

は
本
庁
・
各
支
所
の
年
金
担
当

係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
川
内
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
９
６

－
２
１

－

５
０

７
６
）

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

開 催 日　　10月20日（木）
開催時間

　午前９時40分～正午
　午後１時～同３時40分
開催場所　　本庁　３階大会議室
内　　容

　国民年金・厚生年金の手続等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間

９月20日（火）～10月13日（木）
（土日休日を除く

午前８時30分～午後５時）
予約申込先

　本庁市民生活課　住民年金係
　（☎６３－２１１１）
※９月15日開催の年金相談については
　広報いずみ８月号をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

国民年金保険料収納業者の民間委託（市場化テスト）について
　鹿児島県内の年金事務所では、国民年金保険料が納め忘れとなっている方に対
する「電話や文書、戸別訪問による納付督励や保険料の収納業務｣について『㈱オ
リエントコーポレーション（☎0120−217−736）』に民間委託しています。

《ご注意》
委託事業者の担当者が個別訪問で納付のご案内をする際は日本年金機構が発行
した顔写真入りの証明書を提示します。

・保険料をお預かりして収納する場合は、必ずお客さまが納付書をお持ちの場合
に限られています。（納付書をお持ちでない方から委託事業者の担当者が保険料
をお預かりすることはありません。）

保
険
料
納
付
は
口
座
振
替

が
便
利
で
お
得
で
す

年
度
の
途
中
か
ら
で
も
前

納
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
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発生件数 死　者 負 傷 者

出 水 市 37 件
（＋ 18）

０人
（±０）

46 人
（＋ 24）

平成23 年
の 累 計

179 件
（－ 10）

１人
（－５）

225 人
（－ 23）

※（　 ）内は前年同月比

交通事故発生状況
出水警察署管内（７月 1 日〜同 31 日）

問い合わせ先　出水市防犯協会 63−1500

７月は件数・負傷者が大幅に増えました

ダメ！ 絶対ダメ！飲酒運転

◆犯罪件数は大幅に減少しています。

◆窃盗が93件で相変わらず多発しています。窃盗

の中で非侵入盗（万引きやさい銭盗）は減少しま

したが侵入盗（事務所荒し等）は増加していま

す。空き巣も依然として多いです。

◆子どもに対する声かけ事案は０件です。昨年７

月から現在（７月末）まで１年以上発生していま

せん。

○本市の侵入盗の発生率は県
下で最も高い市のグループ
に属しています。

○外出・就寝の際は、忘れず
にカギをかけましょう。

犯罪が減少しています！

別表は、今年上半期（１月〜６月）の犯罪発生状況
です。主な特徴は次のとおりです。

相談は安心ダイヤル　♯9110

９月11日は「警察相談の日」
警察は、次の相談に応じています。
◇犯罪等による被害の未然防止に関する相談

◇県民の安全と平穏に関する相談　
遠慮なく相談してください。

相　談　窓　口　　　　　　　　
◎県警察総合相談電話　　♯9110　☎099−254−9110
◎出水警察署安全相談係　　　　　☎62−0110
◎専門相談窓口
※悪質商法に関する事　　☎099−258−7940
※性犯罪被害に関する事　☎099−206−7867
※少年の悩み事やいじめ、非行に関する事
　　　　　　　　　　　　☎099−252−7867
※暴力団・薬物・けん銃に関する事
　　　　　　　　　　　　☎099−255−0110
☆専門相談窓口は平日にご活用ください☆

犯罪発生状況
（１月〜６月）

罪　種 件数 前　年
同月比

凶

悪

犯

殺　人 ０ ±０

強　盗 ０ ±０

放　火 １ ＋１

強　姦 ０ −１

計 １ ±０

粗

暴

犯

暴　行 ４ ＋２

傷　害 １ −１

脅　迫 ３ ±０

恐　喝 ０ ±０

計 ８ ＋１

窃　盗 93 −32

知

能

犯

詐　欺 ０ −１

横　領 ０ ±０

偽　造 ０ ±０

その他 ０ ±０

計 ０ −１

わいせつ １ ＋１

その他 ３ −５

総　数 106 −36

手　口 件数 前　年
同月比

侵

入

盗

住宅侵入盗 13 −２

忍び込み ０ ±０

金庫破り ０ ±０

出店荒し ６ ＋５

事務所荒し ８ ＋７

その他 ４ ＋３

計 31 ＋13

非
侵
入
盗

置引き ２ −４

車上狙い 10 ＋３

部品狙い ０ −５

自販機狙い ７ ±０

万引き 11 −14

その他 17 −20

計 47 −40

乗
り
物
盗

自動車盗 ０ −１

オートバイ盗 １ ＋１

自転車盗 14 −５

計 15 −５

合計 93 −32

窃盗の手口別発生状況
 （１月〜６月）

《被害に遭わないために》

万
引
き

泥
棒 ＝

万
引
き
は

泥
棒
で
す
。

あなたの家が

狙われています。
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東
出
水
幼
稚
園
で
は
、
毎
日
「
保
育
者
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
月
１
回
は
園
長
、

副
園
長
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
話
広
場
」
の
方
々
も
、

月
に
１
回
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
大
型

絵
本
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ロ
ー
ル
絵
本
や
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
（
紙
の
人
形
劇
）
等
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
で
、
毎
回
、
子
ど
も
た
ち
の
お
話
の
世
界
を
豊
か

に
広
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境
を
少
し
で
も
豊
か

に
し
て
い
く
取
り
組
み
も
し
て
い
ま
す
。
市
立
図
書

館
に
は
、
幼
稚
園
な
ど
へ
団
体
貸
し
出
し
を
し
て
く
だ

さ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
利
用
し
、
今
年

度
か
ら
各
ク
ラ
ス
毎
月
50
冊
ず
つ
借
り
て
い
ま
す
。
普

段
の
保
育
の
中
で
自
由
に
読
ん
だ
り
、
昼
食
後
の
「
読

書
タ
イ
ム
」
で
読
ん
だ
り
し
て
、
多
く
の
絵
本
に
出
会

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
に
お
け
る
読

書
も
充
実
す
る
よ
う
に
、
絵
本
の
貸
し
出
し
も
週
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
読
書
生
活
を

歩
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
保
護
者
と
と
も
に
働
き
か
け

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
       ☎ 63‒4121

幼
稚
園
の
読
書
活
動

東
出
水
小
学
校
附
属
幼
稚
園

　
「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
」
事
業
は
、
今
年
で
５
年
目

を
迎
え
て
い
ま
す
。
毎
年
、
そ
の

年
の
活
動
状
況
を
取
り
ま
と
め
、

実
践
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
の
事
業
の
基
礎
と
な
る

「
出
水
兵
児
読
書
活
動
推
進
計
画
」

の
体
系
図
に
添
っ
て
、
家
庭
・
地

域
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・
学
校
、

公
立
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
状

況
や
主
な
取
り
組
み
の
ほ
か
、
資

料
編
と
し
て
広
報
い
ず
み
や
市
教

委
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
等

で
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
、
読
書
活

動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大

会
資
料
、
市
立
図
書
館
発
行
の
中

学
生
・
高
校
生
向
け
図
書
館
だ
よ

り
、
市
立
図
書
館
利
用
者
満
足
度

調
査
結
果
等
、
１
年
間
の
活
動
が

こ
の
１
冊
で
わ
か
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

施
策
の
中
に
は
、
数
値
目
標
を

掲
げ
て
い
る
項
目
も
あ
り
、
進
捗

状
況
を
確
認
し
、
今
後
の
方
向
性

を
常
に
調
整
し
な
が
ら
実
践
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
地
域
に
お
い
て
は
、

「
子
ど
も
会
文
庫
の
設
置
」
を
実

践
項
目
と
し
、
最
終
的
な
設
置
目

標
を
全
子
ど
も
会
育
成
会
の
約
40

㌫
（
88
自
治
会
）
と
し
て
い
ま
す

が
、
昨
年
度
の
調
査
で
は
、
50
自

治
会
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
学
校
に
お
け
る
実
践
項
目

は
、
朝
の
１０
分
間
読
書
の
実
施
、

読
書
目
標
冊
数
の
設
定
、
学
校
図

書
館
の
環
境
改
善
等
、
21
項
目
中
、

７
項
目
が
達
成
率
１
０
０
㌫
と
な

り
ま
し
た
。

　

出
水
兵
児
読
書
活
動
推
進
計
画

は
、
平
成
23
年
度
が
計
画
の
最
終

年
度
と
な
り
、
現
在
、
新
た
な
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
実
践
内
容
を
振
り
返

り
、
今
後
の
「
読
書
活
動
日
本
一

の
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
に
反
映
さ

せ
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

す
べ
て
の
市
民
の
た
め
の
「
読
書

活
動
推
進
計
画
」
を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
実
践
書
は
、
中
央

図
書
館
・
高
尾
野
図
書
館
・
野
田

図
書
館
お
よ
び
教
育
委
員
会
読
書

推
進
課
（
市
役
所
３
階
）
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平成22年度読書活動日本一のまちづくり
実践書が完成しました。

市立図書館の休館日が
変わりました。
開館日　増加！

　４月１日から、市立図書館の休館日が、

月１回に変更になっています。
中 央 図 書 館 毎月第３月曜日

高尾野図書館
毎月第３金曜日

野 田 図 書 館

※いずれも、その日が祝日の場合は、次の平日が休館
日になります。

　問い合わせ先
　　中央図書館　（☎６３－２１０５）

★
園
長
先
生
の
読
み
聞
か
せ

★
小
学
校
の
木
陰
で
緑
陰
読
書
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開 館 時 間 ９月の休館日

中央図書館
（☎ 63-2105）

平日
　午前 9 時〜午後 8 時
土曜・日曜日
　午前 9 時〜午後 6 時

20 日
高尾野図書館

（☎ 82-5452）
午前 9 時〜午後 6 時 16 日野田図書館

（☎ 84-3100）

ステーション名 運行時間
運行日

９月

第１・３

火曜日

西之口団地公民館 10：00〜10：20 ６日鹿島公民館 15：10〜15：40

第２・４

火曜日

千本付住宅広場 10：00〜10：20
13日

27日

平和団地集会室 10：30〜10：50
鹿島住宅広場 14；20〜14：40
茶円堀住宅 14：45〜15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15〜15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40〜10：00
７日

21日

東辺田公民館前 10：10〜10：30
尾野島浜公民館 10：45〜11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05〜14：25
ウッドタウン公民館 14：40〜15：00

第２・４

水曜日

元町公民館 9：50〜10：10 14日
28日今釜西公民館 10：20〜10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00 １日
15日米ノ津駅前広場 10：10〜10：30

福ノ江公民館 10：45〜11：05

第２・４

木曜日

受口公民館 10：40〜11：00
８日
22日

屋地公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15〜15：35

第１・３

金曜日

栗毛野公民館 9：40〜10：00 ２日
16日江川野公民館 10：10〜10：30

内野々下公民館 10：45〜11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10〜14：40 ９日加紫久利住宅広場 14：55〜15：15

＜開館時間・休館日＞

＜平成 23 年９月　移動図書館運行表＞

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

９月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

７日、14日、21日、28日
午後４時～

だっこＤＥえほん 24日（土）午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

５日、12日、26日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

13日、27日（火）
午前10時30分〜

☆夜のおはなし会 17日（土）午後７時～

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

１日、８日、15日、22日、29日
午後４時～

だっこＤＥえほん １日（木）
午前10時30分～

【一般書】

『月光浴』

石川　賢治　著
小学館

　すべて満月の光だけを光
源として撮影された写真集
です。
　月の光で撮影されたから
でしょうか、植物や風景が
昼間とは違った雰囲気を漂
わせてくれます。
　ちょっとだけ夜の空間を
楽しんでみてください。

【児童書】

『つづきの図書館』

柏葉　幸子　作
講談社

　「青田早苗ちゃんのつづ
きが知りたいんじゃ！」と、
絵本の中から出てきたの
は、はだかの王様でした・・。
　田舎町の図書館でおこっ
た不思議な出来事に、司書
の桃さんは巻きこまれてい
きます。
　ユーモアあり、ちょっと
涙ありの心温まるファンタ
ジーです。

≪幼児・小学生≫

●「ありんこのアリー」　　みやにし　たつや　作・絵
●「カンコさんのとくいわざ」　　角野　栄子　文
●「ひまわりさん」　　いもと　ようこ　文・絵
●「じゃがいもアイスクリーム？」　　市川　里美　作・絵
●「金魚のひなこさん」　　ただの　ゆみこ　作
●「ぼくがきょうりゅうだったとき」　　まつおか　たつひで　作・絵
●「８月６日のこと」　　中川　ひろたか　文　長谷川　義史　絵
●「てるちゃんのかお」　　藤井　輝明　作
●「図書室の日曜日」　　村上　しいこ　作
●「やまんばあかちゃん」　　富安　陽子　作

・・・等
≪中学生・高校生≫

●「かがみのもり」　　大崎　梢　著
●「遠く不思議な夏」　　斉藤　洋　作
●「帰命寺横丁の夏」　　柏葉　幸子　作

・・・等
≪一般≫

●「春疾風」　　田牧　大和　著
●「鍵のかかった部屋」　　貴志　祐介　著
●「財務省の階段」　　幸田　真音　著
●「ペリー」　　佐藤　賢一　著
●「アキバの帝王」　　新堂　冬樹　著
●「大江戸釣客伝」上・下　　夢枕　獏　著
●「昔は、よかった？」　　酒井　順子　著
●「虚言少年」　　京極　夏彦　著
●「恋かたみ　狸穴あいあい坂」　　諸田　玲子　著
●「恋する絵画」　　赤川　次郎　著
●「マザーズ」　　金原　ひとみ　著
●「やなりいなり」　　畠中　恵　著
●「心に吹く風　髪結い伊三次捕物余話」　　宇江佐　真理　著
●「傾国　もうひとつの楊貴妃伝」　　中路　啓太　著
●「完盗オンサイト」　　玖村　まゆみ　著　（江戸川乱歩賞）

・・・等
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夏
祭
り
い
ず
み
鶴
翔
祭

高
尾
野
夏
祭
り

野
田
郷
夏
祭
り
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出
水
の
剣
士
が
全
国
へ

出
水
剣
友
ス
ポ
少

　県予選を勝ち抜き７月26日に日本武道館で開催さ
れる第46回全日本少年剣道錬成大会に出場する出水
剣友スポーツ少年団（小島力会長）が７月21日、市長
に報告を行いました。
　また、同少年団の櫻木華穂さんは兵庫県で開催さ
れる第29回全日本小中学生女子個人選抜剣道錬成大
会にも出場。
　同少年団が両大会に出場するのは初めてです。

出
水
の
夏
を
楽
し
む

自
然
体
験
IN
出
水

　７月27日から28日まで福岡の子どもたち23人が、
出水を訪れました。
　これは出水市観光協会の協力のもと、福岡の旅行
会社が企画したもの。
　参加した子どもたちは米ノ津川での川遊びや、青
年の家でのバーベキュー、天体観測、豊かな自然環
境をゲームしながら学ぶネイチャーゲームなどを行
い、出水の魅力を満喫しました。

見
せ
る
ぞ
！
出
水
の
野
球
！

出
水
若
鶴

　県大会で好成績を残した硬式少年野球チーム出水
若鶴小学部（吉田剛一郎代表）が７月23日に福岡県で開
催された第24回夏季九州選手権大会に出場しました。
　１回戦で九州北部・東部優勝の強豪福岡アストロ
ズと対戦し、出水若鶴らしいのびのびした野球をし
たのですが惜しくも及びませんでした。
　この貴重な経験を今後に生かそうと選手たちは励
まし合っていました。

強
い
ぞ
！
出
水
の
野
球
！

鹿
児
島
出
水
ボ
ー
イ
ズ

　鹿児島出水ボーイズ（井手口滿代表）が県大会で見事
優勝して８月２日から５日まで大阪府で開催される第
42回日本少年野球選手権大会に県代表として出場する
ことが決定し、７月21日に市長に報告を行いました。
　同クラブは春の全国大会にも出場するなど、県内で
も屈指の強豪クラブに成長しており、今後の活躍が期
待されます。

壁
面
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に

出
水
工
業
高
校
美
術
部

　北さつま漁協出水支所にあるＪＦ北さつま出水女
性グループいとよりの加工場の壁に、出水工業高校
の美術部員らが見事な壁画を描きました。
　同漁協が海のイメージで描いてほしいと依頼した
ところ、３日間の作業で縦約３メートル、横約10メー
トルの壁に青を基調にイルカが元気よく泳ぐ海をイ
メージした壁画が完成しました。

楽
し
く
食
育
を
学
ぶ

夏
休
み
親
子
料
理
講
座

　夏休み親子料理講座を７月26日、働く婦人の家で
開催しました。
　親子15組が参加し、錦糸玉子や人参をきれいに
盛ったデコレーションずしや、花のように具を散り
ばめたミモザサラダ、もずくの吸い物、デザートに
はフルーツ白玉を作りました。
　参加した親子らは協力し心を込めて楽しく調理
し、出来上がった料理を笑顔で味わっていました。



広報いずみ 2011（平成 23年）9月 20

将
来
の
力
士
た
ち
が
真
剣
勝
負

ち
び
っ
こ
少
年
相
撲

　７月30日、県相撲連盟出水支部（濱清吾会長）主催の
第６回出水地区ちびっこ少年相撲大会が、高尾野総合
運動場で開かれました。
　同大会は、相撲を通じて礼儀作法の習得と健全な青
少年の育成を目的に毎年行っており、本市と長島町か
ら小学校16校144人の子どもたちが出場。参加した子
どもたちは、団体戦と個人戦で力いっぱい相撲を取り
ました。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施

た
か
お
の
管
友
会

　電気および設備の工事を主に行う会社で構成して
いるたかおの管友会（野村利昭代表）が８月５日、学
校給食センターをボランティアで清掃しました。
　ボランティア清掃は平成６年から始めて18回目。
　10業者20人が、調理場内に足場を組み、大型換気
扇や配管ダクト、屋根上の窓や外の換気扇、防護網
など日頃手の届かない箇所をきれいにしました。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施

デ
ィ
ア
マ
ン
ト
Ｆ
Ｃ
鹿
児
島

　８月３日から７日まで高尾野多目的運動場で合宿
を行った鹿児島市のフットボールクラブのディアマ
ントＦＣ鹿児島（福田浩代表）が８月４日、出水駅周
辺の清掃をボランティアで実施しました。
　同クラブは３年前から合宿で本市を訪れており、
感謝の気持ちを清掃活動で表したものです。　
　参加した30人の子どもたちは、朝から１時間程度
の作業に汗を流しました。

上
水
流
自
治
会
初
優
勝

自
治
会
対
抗
野
球
大
会

　55チームが参加し７月16日から熱戦が繰り広げられ
た第58回自治会対抗野球大会の決勝戦が７月31日、野
球場でありました。
　決勝戦は上水流自治会と八幡自治会（出水）の対戦と
なり、上水流自治会が見事初優勝を飾りました。
　また、３位は下中自治会、平松西自治会でした。

た
く
ま
し
い
青
少
年
を
育
成

自
然
・
ワ
ン
ダ
ー
体
験
の
旅

　肥薩おれんじ鉄道や徒歩で移動し、自然体験を通
じて青少年としての思いやりの心や困難に打ち勝つ
強さを持ってもらおうと８月３日から４泊５日の日
程で自然・ワンダー体験の旅2011を行いました。
　参加したのは市内の小学５年生から中学３年生ま
での30人。
　ゴールした子どもたちはひとまわりたくましく
なったように見えました。

環
境
に
つ
い
て
考
え
る

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

　８月４日に子ども環境サミットを市音楽ホールで
開催しました。本年度は「学校・家庭・地域で広げよ
うエコ活動」をテーマに、各学校の取り組みをパネル
で紹介するとともに、家庭、地域、行政の代表が参
加してのパネルディスカッションが行われました。
　また、鹿児島県環境技術協会の環境学習アドバイ
ザー田中健次郎氏による、「暮らしと環境」と題した
講演もありました。
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感
謝
の
気
持
ち
を
音
に
の
せ
て

大
川
内
中

　部員減少により来年３月で活動休止となる大川内
中器楽部のプレミアムコンサートが８月７日、同中
学校の体育館で開催されました。
　在校生、職員のほか卒業生と在校生の合同ステー
ジがあり、集まった多くの地元の方や保護者を楽し
ませました。
　最後は会場全員が手をつなぎ同校校歌を歌い、会
場がひとつになりました。

お
茶
で
お
出
迎
え出

水
駅

　夏季休暇やお盆などでの帰省客、観光客をお茶で
もてなそうと出水市もてなしの心育成協議会（宗像
義政会長）が８月12日、13日にお茶一服のおもてな
しを実施しました。　　
　浴衣姿のスタッフが新幹線から降りてきた客に冷
茶をふるまいました。
　冷たいお茶をもらった方は、道中の疲れを癒して
いました。

出
水
駅
長
島
蔵
之
元
港
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

利
用
促
進
協
議
会

　出水駅から長島町の蔵之元港までを結ぶシャトルバスを
もっと利用してもらおうと出水駅蔵之元港間シャトルバス
利用促進協議会が設立されました。
　同バスは九州新幹線利用客を呼び込んで、出水・天草地
域を活性化させる目的で昨年10月から運行。
　８月10日、天草市役所牛深支所で開催された設立総会に
は出水市長をはじめとする出水・天草地域の４市町の首長
らが出席し、利用促進に向けて共同で取り組むことを確認
しました。

科
学
の
楽
し
さ
を
体
験

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

　８月５日から８日までクレインパークいずみでおも
しろ実験教室を開催しました。
　夏休み期間中ということもあって、多くの小学生が
参加。プラネタリウムや万華鏡づくりなど10種類の実
験を体験しました。
　特別展示体験コーナーとして県立出水工業高校ロボ
コン体験もあり、参加者らは目を輝かせて科学を楽し
んでいました。

職
員
を
派
遣東

日
本
大
震
災

　８月に市職員２人を被災地である福島県いわき市
に派遣することが決まり、８月12日に市役所で出発
式がありました。
　今回派遣される職員は税務課所属で、派遣先での
業務内容は罹災証明および市税の減免申請業務な
ど。
　派遣される職員は市長はじめ職員から激励を受
け、現地で尽力することを誓いました。

防
災
訓
練
を
実
施

ト
ン
ネ
ル
事
故
を
想
定
し
て

　トンネル内での車両事故を想定した防災訓練が８
月11日、国道504号の高尾野トンネルで実施されま
した。
　交通規制や油圧カッターを使っての負傷者救出な
ど、緊迫感あふれる訓練が行われ、消防、警察、市、
県が連携をとりながらそれぞれの役割を確認しまし
た。
　高尾野トンネルは平成15年の３月から利用されて
おり、長さは2605メートルで県内３番目の長さです。
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　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は 21,200 部で市内のほぼ全世帯に配
布されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利
用ください‼　ただし、掲載予定ページを限定していますので、
掲載希望が多数の場合は、調整させていただくことがあります
のでご了承ください。

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎ 0996−63−4120
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。

※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

９　　　　　月

日 医　療　機　関　名

４日（日）

［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎�7011

［当］ 高尾野医療センター 内・外科 上の原（高尾野） ☎�0017

［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎�0553

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎�5040

［児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎�0167

11日（日）

［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎�8600

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎�3151

［当］ 喜多医院 内・外科 阿久根市 ☎�0038

［当］ 黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎�0200

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎�0054

［児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎�7707

18日（日）

［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎�2005

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎�8260

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎�6405

［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎�0633

19日（月）

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎�1559

［当］ クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎�0241

［当］ いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎�1700

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎�2595

23日（金）

［当］ 恒吉医院 消化・内科 大和 ☎�0048

［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎�2333

［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎�6100

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎�5040

25日（日）

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎�8801

［当］ 野田診療所 内科 仮屋 ☎�2023

［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎�0420

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎�0054

［児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎�1500



８月の主な行事
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水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施行した工事事業者にご連絡ください。

暮らしの情報暮らしの情報

※歯科医院診療時間　午前 8 時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

工事事業者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

９月１日〜同４日 道 添 建 設 ☎62－3833

携帯電話
（090－7397－7898）

時 吉 建 設 ☎84－4253

携帯電話
（090－7154－7490）

９月５日〜同11日 川 島 工 建 ☎63－6685 桑野水道設備 ☎82－4385

９月12日〜同18日 出水合同電設 ☎62－0676 中 畠 組 ☎82－0437

９月19日〜同25日 山門電気商会 ☎67－1066 山﨑水道設備 ☎82－1600

９月26日〜10月２日 司 工 業 ☎63－7485 福 井 組 ☎84－2534

○防災の日に伴う消防団招集のためのサイレン吹鳴（１日午前６時・各消防団詰所周辺）

３日（土） ▼防災講演会（午後６時・音楽ホール）

10日（土） ▼名護新鮮おさかな市（午前11時・名護漁港）

20日（火） ▼出水人生大学（午前９時30分・出水老人福祉センター）

24日（土） ▼出水ふれあい市（午前９時、出水公会堂周辺）

９月の主な行事

９月４日 ９月 19 日

はしぐち歯科クリニック 歯 科 ☎62−8241 茶 円 堀 徳 森 歯 科 医 院 歯 科 ☎67−3608 元町（出水）

高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64−2110 上 の 原 ふ れ あ い 薬 局 ☎63−3070 平 良 馬 場

９月 11 日 ９月 23 日

つ ば さ 歯 科 歯 科 ☎62−8519 花 立 西 ス マ イ ル 歯 科 医 院 歯 科 ☎75−3300 阿 久 根 市

ポ ポ ロ 薬 局 ☎63−4630 千 本 付 タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62−8813 渡 瀬 口

第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63−1177 沖 田 ９月 25 日

９月 18 日 北 園 歯 科 医 院 歯 科 ☎64−2151 麓（高尾野）

児 島 歯 科 医 院 歯 科 ☎86−1266 長 島 町 ひ ま わ り 薬 局 ☎62−6070 桜 町

ス マ イ ル 薬 局 ☎84−2430 田 多 園 野 田 調 剤 薬 局 ☎84−2856 仮 屋

フ タ ヤ 薬 局 ☎67−5253 六 月 田 中
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川
床
テ
レ
ビ
中
継
局 
受
信
の
皆
さ
ま
へ

　

９
月
19
日
か
ら
、
川
床
テ
レ
ビ
中
継
局（
長
島
町
・
矢
岳
）か
ら
放
送
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ（
Ｅ

テ
レ
）の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変
わ
り
ま
す
。
多
く
の
テ
レ
ビ
受
信
機
は
自
動
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
再
設
定
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
一
部
の
受
信
機
で
は
手
動
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
再
設
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ

レ
ビ
が
映
ら
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
（
☎
０
１
２
０

−

９
２
２

−

３
０
３
）

　

Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
は　
　
　
　
　
　
　
（
☎
０
３

−

４
３
２
１

−

０
７
７
０
）

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
で
は
７

月
17
日
、
野
口
港
周
辺
の
海

岸
で「
貝
観
察
・
採
集
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
先
生
か
ら
標
本
の

作
り
方
を
教
わ
っ
た
後
、
海

岸
に
降
り
て
貝
を
採
集
し
ま

し
た
。
石
を
ひ
っ
く
り
返
し

て
み
る
と
、
石
の
裏
に
張
り

付
い
て
い
る
貝
や
急
い
で
逃

げ
よ
う
と
す
る
巻
貝
や
カ
ニ

な
ど
の
生
き
物
の
様
子
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

写
真
の
貝
は「
イ
シ
ダ
タ

ミ
」と
い
う
巻
貝
の
な
か
ま

で
す
。
２
セ
ン
チ
ほ
ど
の
貝

で
北
海
道
南
部
か
ら
九
州
に

か
け
て
生
息
し
て
い
ま
す
。

岩
礁
海
岸
に
広
く
見
ら
れ
、

岩
石
の
間
や
石
の
裏
な
ど
に

付
着
し
て
い
ま
す
。
貝
殻
の

表
面
に
は
四
角
形
の
模
様
が

き
れ
い
に
並
ん
で
お
り
、
そ

の
様
子
が
石
畳
の
よ
う
に
見

え
る
た
め
、
こ
の
名
が
つ
い

た
そ
う
で
す
。

市制施行５周年記念 第６回市民体育大会総合開会式

　

毎
日
、
満
面
の
笑
み
を
振
り

ま
く
太
陽
に
夏
バ
テ
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
夏
と
言
え
ば
海
？
そ

う
め
ん
流
し
？
や
っ
ぱ
り
夏
祭

り
で
す
よ
ね
。

　

天
候
不
良
や
口
蹄
疫
な
ど
の

影
響
で
こ
こ
最
近
開
催
で
き
な

か
っ
た
夏
祭
り
で
す
が
、
今
年

は
出
水
、
高
尾
野
、
野
田
で
そ

れ
ぞ
れ
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
踊
り
、
花
火
、
屋
台
と
夏

祭
り
の
楽
し
み
か
た
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
い

く
つ
に
な
っ
て
も
楽
し
い
で
す

ね
。

　

盆
も
終
わ
り
少
し
は
涼
し
く

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
太
陽
は
笑
顔
を
振
り
ま
い

て
く
れ
ま
す
。

『今月の問題』
　月の自転周期はどれくらい
でしょう。

Ａ 1 日
Ｂ 約 1 週間
Ｃ 約１ヶ月

☆答えはホームページか来月号で
　（先月号の答えは

A の塩でした。）

広報いずみ2011（平成23年）9月号　　26

　７月２日（土）、出水市文化会館大ホールで市制施行５周年記念第６回市民体育大会総
合開会式が開催されました。大会役員、来賓をはじめ、市内各競技団体の選手が一堂に
会し、総勢約600人による華やかな式典が行われました。
　オープニングのダンス発表では、出水高等学校ダンス部による若さあふれる躍動感に
満ちたダンスが披露され、総合開会式に華を添えていただきました。
　また、毎年恒例の女性団体連絡協議会と女性体育指導委員によるマスゲームでは、
dokidokiの「南からの風にのせて」という明るく楽しい曲に合わせ、集団による演技の美
しさを披露していただきました。
  総合開会式では、渋谷市長から社会体育功労者への表彰が行われ、体育功労者２人、
優秀スポーツ選手15人、優秀スポーツ団体７団体へ賞状が贈呈されました。また、来賓
祝辞（髙崎市議会議長）や激励のことば（税所市体育協会会長）をいただき、出水市自治会
連合会の稲田正広会長のあいさつで閉式となりました。
　今月から11月にかけて地区別市民体育大会も各地区で行われます。市民の皆さまのご
活躍をお祈りします。くれぐれもけがや事故、熱中症等には十分お気をつけください。

体育功労者

三　角　重　雄　　氏
（出水市軟式野球連盟）

杉　川　昭　一　　氏
（出水市ソフトボール協会）

出水高校によるダンス 体育功労者写真撮影選手宣誓（バレーボール協会）


